


目賀田種太郎
Megata Tanetaro

目賀田 逸
Megata Itsu

1860.09.17ー1947.12.09
万延元年8月3日～昭和22年12月9日

1853.08.25ー1926.09.10
嘉永6年7月21日～大正15年9月10日
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墨田が生んだ知性・目賀田種太郎と
勝海舟の娘・逸の物語
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　嘉永6年（1853）、幕臣・目賀田守文（幸助）の長男として本所太平
町に生まれた。昌平坂学問所で漢学、開成所で数学と漢学を学び、神

童と呼ばれる。維新後の明治3年（1870）に渡米し、ハーバード大学に
入学した。明治13年（1880）には相馬永胤、田尻稲次郎、駒井重格ら
と専修学校（現・専修大学）を設立。明治16年（1883）、大蔵省に入り、
27年から主税局長として日清戦争後の国家財政を支えた。
　37年には韓国政府財政顧問にも就任。貴族院議員、枢密顧問官、横
浜裁判所判事などを務めた。男爵。大正15年9月10日死去。

　万延元年（1860）8月生まれ。生母は増田いと。子供のころ、坂本龍馬
に肩車して遊んでもらったという逸話が伝わる。

　維新後の明治13年（1880）6月19日に目賀田種太郎と結婚。男爵夫
人でありながら、活発的な女性で「女子富士登山の先達」「木登りの名

人」として世に知られた。青竹をすっぱり割ったような姿と性格から、大

山巌夫人・捨松、後藤新平夫人・和子とともに「貴婦人界の青竹組」と言

われた。また慈善活動にも非常に積極的で愛国婦人会の理事なども務

めた。第二次大戦後の昭和22年12月に亡くなった。

本年は、勝海舟の三女・逸（いつ）の夫であり、近代日本の礎を築いた目賀田種太郎の
没後100年という大きな節目です。実は目賀田も墨田ゆかりの人物。

本所太平町に生まれ、維新後は日本人初のハーバード大学卒業生として、法制度や財政の整備、
さらには専修学校（現・専修大学）や東京音楽学校（現・東京藝術大学）の創設に携わるなど、

多方面で日本の近代化を牽引しました。
明治13年、目賀田種太郎は海舟の愛娘・逸と結婚します。海舟の種太郎に対する信頼は厚く、

家庭の問題は種太郎に相談することが常で、海舟の長男・小鹿が亡くなった際の喪主なども務めました。
逸は海舟の子どもの中で「最も父の気質を継いだ」と言われる女性でした。

男爵夫人という地位にありながら、気さくでおおらか、かつ物事をはっきり語るその姿は、まさに海舟譲り。
慈善活動などを通じて、開化期の日本における女性の社会進出を支えた先駆者でもありました。

本講演では、目賀田の多彩な功績を振り返るとともに、海舟の先見の明、
そして二人を繋いだ逸の知られざる物語に光を当てます。
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